『洋行之奇禍』――その17――

2008-07-17 更新

1　其十六♬
入院後両三日にして熱は退き食は通じ病は去て心気復び元の如し、病を治するは頗る平凡の業なり、此平凡の業を求めんが為めに態々薬臭き此病院に入らざるべから
其十六に特段校訂箇所なし
彼は去った、僕は西池氏と相談の上手術に向て同意を与えた。 
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2008-07-17 更新

1　其十七♬
人間の一言は実に恐るべき結果を生ずることがある、僕は常に法庭＜廷＞に立て訴訟を取扱う間に於て時々此感に打たることなきにあらず、被告人が死刑に処せらるるか又は無罪の宣告を受くるかは彼が裁判官の問に答えたる唯の一言に依て決せらるるとは珍しからず、死刑と無罪、一は代りなき生命を失い一は青天白日の身と為りて大道を闊歩す、凡そ人間に取りて是程の差はない、此隔りたる千里の差は唯の一言に依て別るるのである、又一朝にして先祖代々伝り来れる資産を失うて妻子路傍に迷うか或は否らざるかは一枚の古証文に現わるる一言の文句に依て決せらるることは吾々が常に目撃することである、而して此の如きは唯に一人若くは数人に関したる例なるが広く考うれば斯る小事のみにあらずして数十万の生霊を殺すも社会を攪乱するも又は国家を転覆するも其元を尋ぬれば矢張り人間の一言に帰することは過去及び現在に於て数多の例証を求むることができる、口は禍の源とは何人も知ることにして世俗を警戒するには尤も適切なる諺と云わねばならぬ、素より口は禍の源と為るのみにあらずして幸の源と為ることもあるが医士の一言「オー十分確かに」は僕に取りては正しく禍の源と為った、 

三月十三日は治療日と決定せられた、僕は友人をして立会わしむる旨を中＜申＞出つ＜づ（もうしいづれば）＞れば病院は直に承諾した、是に於て之れを親友実山、西池の両氏に依頼せば両氏は潔く諾せしが吾々は曾て斯る経験に出遇いたることなきが故に血を見て遁げ出すやも測られず、依て他に一人此憂のなき人を立会わしむるの必要がある、而して其人は言うまでもなく柴田氏なれば都合三名立会わんとのことに議一決せり、柴田氏は慶應義塾大学部の出身者にして曾て日清戦争に従い牙山の役に於て胴部を貫通せられ九死の場合に命を拾い得たる人なれば血を見ること尚お酒を見るが如し、而して氏は仏教家にして哲学を専攻し日本仏教界の革命者を以て自ら任ず、当時慶應義塾及び日宗大学林に於て教鞭の労を取らる、人を遇すること頗ぶる親切叮嚀にして真に宗教家たるもの名に負＜背（そむかざる）？＞かざるの人である、西池氏は同志社出身の人にして天資英邁何事に付ても頗る熟＜熱＞誠と勤勉を以て従事し、経済を専攻して当時京都商業会議所の書記長の職を勤めらる、商業社会に於ては天晴なる敏腕家、若手の紳士として決して恥じからず、実山氏は前に述べたる如く同志社及び東京文科大学を卒業し、多年京都の某大学林に於て教職を奉ぜられしが感ずる所ありて之れを止め、同市に於て独立の学校を起すの目的を以て学問の研究と教育社会の視察を兼ねて渡航せられしが、帰朝後氏の計画は或る事情の為め一時中止と為り、当時和歌山某中学校の校長と為りて数百の健児に向て理想上の教育を施しつつある、温厚にして篤実、真に教育家の模範たるべき人である、君は又仏教哲学者である、僕は屡々君と仏教に関して議論を闘わし大に得る所あり、去れども深遠なる君の哲学詮も僕をして仏教信者たらしむるまでに至らざりし、此三君は僕が終生忘るべからざる恩愛の親友である、 

治療日は到来した、三氏は相伴うて来れり、僕は前日より断食を命ぜられたるが故に身体稍々弱りしも其他何等の異状を感ぜざりし、嬉しくもなければ恐ろしくもなし、午後三時頃に至り一人の助手は看護婦と共に四輪車の寝台を室内に引入れた、僕は一切の衣服を脱ぎ捨てて病院より給せる新らしきシャツとズボンにて身体を包みたる後其上に横われば、思い出しても嘔気を催うす許りなる臭気紛々たる麻薬は鼻に当てられしが間もなくして人事不省に落り其後は何事をも知らず、フト気が付きたるとき僕は病室の寝台に天上に向って横われることと、室内が点火されたることを悟りしが、未だ全く覚めざりし故か、眼を開くことも口を動かすことも出来ざりしが暫くしてやっと少しく眼を開いて直に復た閉じた、此の瞬間に於て傍に三人の立会人と一名の看護婦の附添えることを悟り力めて口を動かした、 

「もう療治か＜ﾄﾙ＞は済んだか」 

「ウム、もうすっかり済んだから安心し玉え」 

「そうか甘くやったか」 

「すっかりやった、段々と直るから決して心配し玉うな」 

此時僕は尚お未だ夢幻の間に在りしが、ふと口走りて「人間は生きるが為めに多額の税を払わねばならぬ、僕は今其税を払いつつある」と呟けば、西池君は「君の傍には病院第一の美人が附添うて親切に看護して居るから安心し玉え」と言った、 

友人は交る交る出でて食事に趣いた、僕は一寸左の手を動かしたら敢なく細き物体に触れしが、看護婦は直に「其に触れては可けない」と言った、僕は何物なるやと怪しみしが後に至て其は三尺余の護謨管なることが分った、医者は僕が肋部に一の穴を穿ち、其に護謨管の一端を差し込み、他の一端をば大なる瓶中に入れ、其瓶の首をば寝台に結び付けた、此方法に依て肋部より排泄する液体は管を通じて瓶中に流れ込む、八時から九時と思う頃に友人等は復た明日早朝来るから今夜は気を落ち付けて休み玉えと言い遺こして帰った、其時已に僕は一種異様なる苦痛を感ぜしが間もなくして恐ろしき大苦痛は襲撃し来れり、嗚呼僕は書くまい、書かんと欲して書く能わざるが故に、併しながら此の時は確かに僕が生来初めて病と称する大敵に向て戦宣を布告せし時であった、恐ろしき悪魔、我が貴重なる生命を奪い去らんとする此勁敵に向て余気なく戦宣を布告せし時であった、僕が勝つか病が勝つか、二年余半の苦戦奮闘は此より弥々開始せられた。 
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2008-07-17 更新

1　其十八♬
僕は生れ落ちてから斯様な苦痛に遇ったことはない、此は麻薬の影響もあろうが後で聞けば手術の際に医者が何物かを切ったら恐ろしき許りに出血したそうである、其や
其十八前半には校訂箇所なし
 （以下、鏡のエピソード）
或る日何れだけ僕の顔が憔悴し変ったか見たくなったから、看護婦に皮鞄の中の鏡を取り出して呉れと頼んだが彼は之を聞き入れなかった、窃かに友人に頼んだら彼は何心なく之を取り出して呉れた、僕は之を手に取りて顔を照すや瞬間に落した、―オー此は僕の顔ではない、兄の顔である、三年前に死んだ兄の顔である、彼が死際の顔にそっくり、色は蒼白で、頬骨は突き出で、目は引込んで、唇は紫色で、髪は乱れて、粗髯は蓬々、オーオー何んたる恐ろしき容貌ぞや、 

僕が医者に対する信念は段々と薄らいで来た、何ぜなれば彼は頗る冷淡であるのみならず彼の言うことは少しも当らない、何んとかして一度名医の診察を受けたいが病院内に在て左様の事も出来ない、幸にして友人等が紐育に一人の日本医者が居るから其を呼んだらどうであるかと勧めて呉れたから直に伝法＜電報＞で呼び寄せて貰った、彼は来たが未だ医学研究中の青書生で迚も碌な意見は述べることは出来ない、唯気休めの様な語を残して帰った、僕は最早何んとも施すべき術はない、唯々死の来るを俟つのみ、何んたる情けない境遇に変ったものであろう、 

或る日新鮮の空気を呼吸させると言って骨と皮との病人をば車附の椅子に乗せて戸外の芝草の上に引き出したは可いが、日は照る、発熱は烈しい、咽は乾く、今しも気絶しそうになった、早く引き入れて欲いが傍には誰れ一人付いて居らない、遂に夢中になって呻き出したら庭内を散歩せる患者の一人が之を聞き付けて院内に知らせたが夫れでも誰も来ない、大分暫くしてから漸く人が来て引き入れて呉れた、 

翌日再び同じ事をやると告げたから僕は昨日の様な事は迚も堪えられないから暫く見合せて呉れと断った、すると是非引き出さなくてはならぬと言う、僕は拒む、彼等は聞き入れない、己れに蒲団を剥いで無理に僕が身体を運ばんとする、実に乱暴極まる、僕は逆上する許りに憤激したなれども毫末も抵抗力はないから、突差の間に枕辺の時計を取て看護婦の面を的に投げ付けた、彼は避けた、時計は硝子窓を破って戸外に飛び出した、一場の狂言は済んだが彼等は其後は僕の意に反して外出を強いなかった、 

五月の初め頃に至て少しく飲食物が通ずる様になった、壮健の時には西洋料理は頗る口に適して友人等が日本料理の話をすると独り冷笑して居たが病気と為ると西洋料理は全く汰＜駄＞目、粥や梅干を渇望すること甚だし、米はあるが米人は粥の煮方を知らない、時々友人等が来て煮て呉れた、紐育迄行て梅干を探して呉れたが見付からない遂には汽車にて往復十二日間も要する太平洋海岸のシアトル港迄梅干を注文したら二週間余も経た頃、ブリキの鑵詰が五箇届いた、或る時は友人が支那料理屋に行て醤油を買い来て之にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(レモン),檸檬)の汁を注ぎ又何処よりか蠣を買い来て蠣の三杯酢の様な物を作えて呉れた、或は薤や福神漬の様な物を取り寄せた、其場色々と工夫を凝らして日本風の食物を作えて呉れたので僕は何れだけ助かったか知れない、外国に於て病気をやると第一番に困るものは飲食物である、 

少しずつ元気を回復し始めたがまだ一歩も床を離るることは出来ない、長き護謨管は依然として横腹を離れないから寝返することもならず「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(トコズレ),床擦)」と云う物が腫れ出したが容易に治らない、其痛みで何れだけ苦しんだか知れない、何にしろ二ヶ月余は一寸も床を離れないから差当り目前の願は何んとかして室内だけでも歩ける様になりたい、或る夜人静まった頃独り床を匍い出でて寝台に〓＜縋（すが-る）　か　懸　か？＞りつつ足を運ばんと試みたが一足も進まない、翌晩再び試みたが矢張り汰目、三晩四晩と引続き試むる間に漸く寝台を一廻りすることが出来得る迄に為り、五月の末には杖を頼りに狭き病室内を歩く位になったが、未だ仲々廊下に出ることすら出来ない、僕が病気に為るや否や友人等は頻りに帰朝を勧告した、併し此病体にて帰朝などは思いも寄らぬことゆえ全快次第一：＜ﾄﾙ？？＞先ず帰朝して暫く静養するが宜しからんとの趣旨であった、夫れは誠に有り難い勧告なれども僕は未だ帰朝なぞの考は萌しもしない、何んで帰朝なぞがなるものか、早く此病気を治して行く所迄は是非其行かねばならぬ、今頃帰朝する位なれば僕は此地に於て死んだ方が可い、僕は友人の勧告を受くる毎に曖昧なる返事にて濁した、或る日にラッド博士が来て熱心に帰朝の勧告をせられたから僕も余義なく諾と答えたら、然らば此事をば神様に誓うと言て天に向て長き誓の語を発せられた、僕は相済まぬ次第ではあるが其時も心中には帰朝に同意して居なかった、 校訂者註：懸は、其二十に用例：　「杖に懸り」
同胞友人等は僕が病気に付ては非常なる心配と尽力とをして呉れた、彼等は委員を設けて屡々会議を開き東西に奔走し、貴重なる勉学の時間を犠牲に供するも厭わなかった、六月下旬委員の一人が此地を去るに臨み「病状日記」なるものを渡して記念の為めに永く保存し置き玉えと言ったが其一節に次の文句がある、 

五月一日委員七名会して左の通り評議す 

斎藤君の病態頗る危篤と認むるに依り速に左の方法を取る事、 

一、速に遺言を求むる事但し遺言は左の箇条に依る、 

· （イ）財産の事 

· （ロ）葬式の事 

· （ハ）遺族に関する事、 

二、遺髪は書留郵便にて実家に送る事、 

三、同君の荷物を片付け其目録を作る事、 

四、死去の時は直に友人を集め遺族への通知財産の始末等便宜処分する事、 

五、葬式は遺言に依て之を為す事、 

其他何々 

嗚呼彼等は全く僕に向て死を宣告した。 
（其十八終わり）
